
子ども支援フ ォ ー ラム

震 災後 の 子ども支 援( そ の 3 )

一 地域 の 暮らしと文 化 に根 ざした 心 の 回 復 ～

､

i

日時 : 2 0 1 2 年1 0 月1 3 日( 土) 1 3 :3 0 - 1 6 :3 0

会場 : 仙台国際セ ンタ ー 2 F 大会魂圭 ｢ 萩｣

( 仙台市青葉区青葉山無番地)

※仙台駅より､ 市営バスで1 1 分( 仙台駅西 口9 番乗り場 ～ 博物館 t 国際センタ
ー 前〉

またはタクシ ー

で7タ} ｡ できるだけ公 共の交通機関をご利用ください ｡

参加茸 : 無料 (定員2 2 5 人)

< 基調講演 >
一

日本語通訳付 き-

1 .
｢ 東 日本大震災を振り返 っ て ､

日本の 震災対策 へ の 提言｣

マ ル グリ ッ ト ･ ブラウ ( 元 プラ ン ･ ジャ パ ン ｢ 子 どもの 心のケ ア｣ ア ド/ 〈イザ
ー

､ 医師)

2 .
｢ 心 を支えると は - WHO 版心理的応急処置 (P FA) は なぜ必要か｣

レス リ
ー ･ ス ナイ ダ ー ( 戦争 トラウ マ 財団 ､ 医師)

< シン ポジウム >

司会 : 本郷
一

夫 ( 東北大学大学院教育学研究科教授)

言舌題提供者 :

1 .
｢ 東日本大震災に学ぷ学校の危機管理 体制の あり方 ｣ 櫻田博 (宮城県拓桃支援学校校長)

2 ,

｢ 地域の児童と保護者支援の実践か ら｣ 西城敏幸 ( 気仙沼市立小原木小学校教頭)

3 .
｢ 子 どもの心 のケ アと養育支援の現場か ら｣ 船野克好 ( 児童家庭支援センタ ー 大洋 心理療法士)

申込み ･ 問合せ 先 = プラン ･ ジ ャ パ ン ( 0 3 - 5 4 8 1 - 0 0 3 0 /e v e nt @ pla nJ a p a n. o rg〉

※当日参加も可 能で すが ､
座席確保のため ､

なる べ く事前 に

お申込み く ださい ｡ お申込み の際は ､ お名前 ･ 所属
･ 連絡先

(T EL また はメ ー ル) をお知 らせ ください ｡

主催 : ケア 宮城 ､ 公益財団法人 プラ ン ･ ジャ パ ン

後援 : 宮城 県教 育委員会 ､ 仙台市教育委員会

惣
ケア宮城

P I Q n
プラ⊃ ･ ヲやパ )



主催者の ことば

東日本大震災後1 年半が経過し､ 一 見平穏な生活を取り戻しつ つ あるようには見えるもの の ､ 傷 つ いた子 どもと

大 人の 心 の 問題 へ の 対応はこれからが 本格的課題となっ てきます ｡ これ まで の 支援を振り返りながら ､ 今後

私たちがとるべ き方向を検討し､ さらに今後の同種の 災害に備えるために ､ 支援者向けの フォ ー

ラムを開催しま

す｡ 多くの 方々 のご参加を期待い たします｡

講師 ･ 話題提供者の紹介

主催団体の紹介

｢ 示盲扇
~

宮城県内の 心の ケアに当たる人たちを支援することを目的として ､
2 0 1 1 年4 月 に活動を開始｡ 会員は ､ 日本

学校心理士会宮城支部会員､ 日本臨床発達心理士会東北支部会員 ､ 宮城県臨床心理士会会員の有志など

. に より構成されている｡ 現在 ､ 要請に応じて ､ 県内各地の 学校にて教員向けの 心の ケアの ワ ー

クショップなど

; を実施して いる｡ W W . S e d .t o h o k u . a c .jp/
-

C a r e m iy a/

公益財団法人 プラン ･ ジャパン

国連に公認 ･ 登録された国際N G O として ､ アジア
･

ア フリカ
･ 中南米5 0 カ国で ､ 子 どもたちととも

に地域開発を進める｡ 国際的には7 0 年以上の 歴史があり､ 日本事務局の 設立 は1 9 8 3 年｡

東日本大震災に際し､ 設立 以来初めて日本国内での 緊急 ･ 復興支援を展開して いる｡

W W W . Pl a n l a P a n . O rg




